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　漁協新地支所には、連日さまざまな魚介類が水
揚げされています。豊富な種類が並ぶのも新地の
特徴の一つです。
　どれもブランド価値のある自慢の逸品です。

（Ｐ４～９に特集記事）
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昭
和
60
年
か
ら
24
年
の
永
き

に
わ
た
り
新
地
町
土
地
改
良
区
総

代
、
理
事
と
し
て
土
地
改
良
の
普

及
推
進
に
尽
力
、
農
業
の
振
興
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略　

順
不
同
）

町
へ
の
ご
寄
付

・
齋
藤
ト
シ
子
（
沢　

口
）

・
新
谷
う
め
子
（
沢　

口
）

・
星　
　
　

薫
（
高　

田
）

・
手
塚　

次
郎
（
今　

神
）

・
橋
本　

一
美
（
小　

川
）

・
株
式
会
社
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
相
馬
工
場

・
株
式
会
社
ト
ー
ヨ
ー
不
動
産

・
齋
藤
ト
シ
子
（
沢　

口
）

・
渡
部　

重
義
（
高　

田
）

・
荒　
　

節
雄
（
今　

神
）

・
寺
島
の
り
子
（
埼
玉
県
）

・
水
戸　
　

誠
（
新
地
町
）

・
目
黒　

敏
光
（
上
ノ
町
）

長
年
の
功
績
を
た
た
え

町
功
労
者
を
表
彰

感　

謝　

状

　

長
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
町
の
発
展
に
活
躍
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す

る
、
町
功
労
者
表
彰
式
が
11
月
２
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
産
業
振
興
功
労
の
２
名
の
方
を
表
彰
。
ま
た
、
町
や
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
し
ん
ち
福
祉
会
に
多
額
の
ご
寄
付
を
寄
せ
ら
れ
た

方
々
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。
受
賞
者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲ １列目左から齋藤議長、渡邊幸子さん、渡邊光雄さん、寺島正志さん、
寺島惠美子さん、加藤町長

　

昭
和
51
年
４
月
か
ら
平
成
21
年

３
月
ま
で
の
33
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
、
新
地
湛
水
防
除
施
設
の
管

理
人
と
し
て
昼
夜
を
た
が
わ
ず
農

地
等
の
水
害
と
流
域
内
の
災
害
防

止
に
努
め
、
農
業
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

ご
寄
付

産
業
振
興
功
労

寺
島　

正
志
さ
ん

（
77
歳
・
大
戸
浜
）

渡
邊　

光
雄
さ
ん

（
76
歳
・
富
倉
）

・
荒　
　

愛
子
（
作　

田
）

・
佐
藤　
　

稔
（
新
地
町
）

・
目
黒
英
美
子
（
富　

倉
）

・
水
戸　
　

薫
（
小　

川
）

・
加
藤　

潤
一
（　

岡　

）

・
加
藤　
　

仁
・
よ
し
子

（
大
山
田
）　　
　

・
加
藤　

義
昭
（
杉　

目
）

・
駒
ヶ
嶺
婦
人
会

・
星　
　
　

薫
（
高　

田
）

・
水
戸　
　

誠
（
新
地
町
）

・
佐
藤　
　

稔
（
新
地
町
）

・
目
黒
英
美
子
（
富　

倉
）

・
加
藤　

潤
一
（　

岡　

）

・
加
藤　
　

仁
・
よ
し
子

（
大
山
田
）　　
　

・
加
藤　

義
昭
（
杉　

目
）

・
新
地
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
平
間
お
あ
さ
（
城　

内
）

・
加
藤　

裕
和
（
木　

崎
）

・
菅
野　
　

茂
（
埼
玉
県
）

し
ん
ち
福
祉
会
へ
のご

寄
付

▲ 受賞者を代表して謝辞を述べる渡邊さん

▲ 受賞者のみなさん
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全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

「
緑
十
字
銅
章
」

（
優
良
運
転
者
）

・
三
国　

清
一
（
高　

田
）

・
相
馬
秩
父
生
コ
ン
㈱
新
地
工
場

・
菅
野　
　

晟
（
新
地
町
）

・
宇
佐
美
秀
幸
（　

岡　

）

・
渡
辺
ア
イ
子
（
小　

川
）

・
鈴
木　

清
幸
（
埓　

浜
）

相
馬
警
察
署
長
・
相
馬
地
区
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

（
優
良
運
転
者
）

・
佐
藤　

一
馬
（
中　

里
）

　

町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奉
仕
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
新
地
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会（
門
馬
キ
ヌ
子
会
長
）

と
、
新
地
町
赤
十
字
奉
仕
団
（
佐

藤
イ
ト
子
委
員
長
）の
２
団
体
が
、

11
月
14
日
に
福
島
市
で
開
催
さ
れ

た
第
13
回
ふ
く
し
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

２
団
体
は
、
長
年
に
わ
た
り
町

内
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
へ

の
会
食
サ
ー
ビ
ス
や
、
特
老
へ
の

慰
問
、
炊
き
出
し
訓
練
等
の
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
者
７
名
（
団
体
）
を
表
彰

　

統
計
調
査
事
務
に
従
事
し
、

統
計
の
普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
太
田
政
光
さ
ん
が
、
福

島
市
で
開
催
さ
れ
た
福
島
県
統

計
功
労
者
等
表
彰
式
に
お
い

て
、
福
島
県
統
計
協
会
名
誉
会

長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

太
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

り
町
の
統
計
調
査
事
務
に
従
事

さ
れ
、
国
勢
調
査
や
農
林
業
セ

ン
サ
ス
な
ど
の
円
滑
な
調
査
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

統
計
調
査
事
務
に
従
事
し
、

統
計
の
普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
齋
藤
福
太
郎
さ
ん
が
、

こ
の
た
び
経
済
産
業
省
所
管
統

計
調
査
員
感
謝
状
を
受
賞
し
、

10
月
26
日
に
加
藤
町
長
か
ら
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

り
経
済
産
業
所
管
の
統
計
調
査
事

務
に
従
事
さ
れ
、
工
業
統
計
調
査

や
商
業
統
計
調
査
な
ど
の
円
滑
な

調
査
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
表
彰
伝
達
式
、
並
び
に
表
彰
式
が
11
月
24
日
、

役
場
正
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
加
藤
町
長
、
相
馬
警
察
署
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
交
通
安
全
功
労
者
（
団
体
）
の
表
彰
伝
達
及
び
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

受
賞
者

　

統
計
調
査
に
尽
力

感
謝
状

福
島
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰

太
田　

政
光
さ
ん
（
高
田
）

経
済
産
業
省
所
管
統
計
調
査
員
感
謝
状

齋
藤　

福
太
郎
さ
ん
（
釣
師
）

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

新
地
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

新
地
町
赤
十
字
奉
仕
団

◀
表
彰
伝
達
を
受
け
る
三
国
さ
ん



　

新
地
町
は
、
海
・
里
・
山
に
囲

ま
れ
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
か

ら
、
豊
富
な
資
源
を
獲
得
し
て
お

り
、
特
に
カ
レ
イ
や
小
女
子
、
ニ

ラ
、
ト
マ
ト
、
イ
チ
ジ
ク
と
い
っ

た
魚
介
類
や
農
産
物
な
ど
が
主
な

特
産
品
で
す
。

　

し
か
し
、
町
内
で
は
有
名
な
特

産
品
で
も
、
一
歩
町
外
へ
出
る
と

そ
の
魅
力
が
今
ひ
と
つ
浸
透
し
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、

特
産
加
工
品
に
お
い
て
も
、
製
造

体
制
や
販
売
場
所
の
事
情
に
よ

り
、
地
酒
『
鹿
狼
山
』
に
続
く
商

品
開
発
が
進
展
し
て
い
ま
せ
ん
。

逸
品
を
戦
略
的
に
開
発
、
発
信
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
の

生
産
者
、
販
売
者
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
『
し
ん
ち
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
会
議
』
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

町
の
地
場
産
支
援
事
業
と
し
て

始
ま
っ
た
戦
略
会
議
は
、
町
内
の

農
業
、
漁
業
、
商
工
関
係
者
、
加

工
料
理
ク
ラ
ブ
な
ど
を
メ
ン
バ
ー

に
、
意
見
交
換
や
試
作
品
づ
く
り

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21

年
度
、
22
年
度
の
２
か
年
を
か
け

て
進
め
ら
れ
、
先
進
地
域
の
事
例

分
析
や
町
に
求
め
ら
れ
る
消
費
者

ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
、
綿
密
な
基

特
産
品
の
現
状

　

そ
こ
で
、
地
域
の
気
候
や
風
土
、

生
活
文
化
が
色
濃
く
反
映
さ
れ

る
『
食
』
の
分
野
に
重
点
を
置
き
、

地
域
で
統
一
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト

を
も
つ
『
し
ん
ち
ブ
ラ
ン
ド
』
の

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
会
議
始
動

Ｈ 21．12．５．⑷

■特集　地場産業支援事業

MEMO ̶̶̶̶̶̶
■しんちブランド戦略基本方針
　　1．地元食材の使用
　　2．イメージの統一
　　3．地域の協働・連携
　　4．地域住民の理解

し
ん
ち
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
会
議

自
慢
の
逸
品
で
勝
負
！

自
慢
の
逸
品
で
勝
負
！

■事業計画
平成21年度
課題「なにを売り出すか」
（研究・開発）
ふるさと産業まつりへの
出品
平成22年度
課題「どのように売り出すか」
（生産・販売）
PR方法・販路の開拓
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礎
調
査
を
も
と
に
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
６

月
に
行
っ
た
第
１
回
目
の
会
議
で

は
、
事
業
の
目
的
や
方
針
、
進
め

方
な
ど
を
話
し
合
い
、
第
２
回
に

は
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
ご
当

地
グ
ル
メ
情
報
の
全
国
発
信
、
商

品
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
を
招
き
、
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
試
作
品

開
発
チ
ー
ム
各
々
で
試
作
品
を
作

り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
商
品
開

発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
の
加
工
品
料
理
ク
ラ
ブ
・
味

菜
く
ら
ぶ
の
み
な
さ
ん
は
『
ニ
ラ

ギ
ョ
ウ
ザ
』、
漁
協
女
性
部
は
『
カ

ス
ベ
』
を
使
用
し
た
料
理
、
地
場

産
市
場
あ
ぐ
り
や
の
み
な
さ
ん
は

『
イ
チ
ジ
ク
ア
イ
ス
』
な
ど
の
開

発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
11
月
７

日
、
８
日
に
行
わ
れ
た
ふ
る
さ
と

産
業
ま
つ
り
で
は
、
試
作
品
を
出

品
し
、
来
場
者
に
感
想
や
意
見
を

聞
く
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
得
ら
れ

た
意
見
を
今
後
の
商
品
開
発
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
ん
ち
ブ
ラ
ン
ド
の
先
が
け
で

あ
る
地
酒
『
鹿
狼
山
』。
平
成
７

年
に
町
、
商
工
会
、
新
地
町
特
産

品
振
興
協
議
会
が
、
商
工
会
の
村

お
こ
し
事
業
を
利
用
し
て
開
発
に

取
り
組
み
、
新
地
産
の
ひ
と
め
ぼ

れ
と
い
っ
ぱ
い
清
水
の
湧
水
を
使

い
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、

協
議
会
の
清
酒
部
会
員
と
し
て
尽

力
し
、
現
在
は
同
協
議
会
長
を
は

じ
め
、
商
工
会
長
、
観
光
協
会
長

を
つ
と
め
、
し
ん
ち
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
後

藤
顯
一
さ
ん
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商

品
づ
く
り
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　
「
町
内
に
は
酒
造
会
社
が
な
か
っ

た
た
め
、
醸
造
は
産
業
ま
つ
り
な

ど
で
交
流
の
あ
っ
た
会
津
坂
下
町

の
曙
酒
造
に
依
頼
し
ま
し
た
。
当

時
は
、
清
酒
部
会
の
メ
ン
バ
ー
ら

で
納
得
の
い
く
ま
で
話
し
合
い
、

商
標
登
録
、
水
質
調
査
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
過
程
を
経
て
、
今
日
の

商
品
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
」「
特

産
品
づ
く
り
に
は
、
地
元
の
み
な

さ
ん
の
支
持
が
必
要
不
可
欠
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　

今
年
も
10
月
に
、
掛
米
と
し
て

使
わ
れ
る
新
米
ひ
と
め
ぼ
れ
の
一

等
米
20
俵
を
曙
酒
造
へ
発
送
し
ま

し
た
。「
今
年
の
一
等
米
の
ひ
と

め
ぼ
れ
と
、
名
水
の
い
っ
ぱ
い
清

水
か
ら
で
き
る
鹿
狼
山
が
、
い
い

味
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
の
が
楽

し
み
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

新地産ひとめぼれといっぱい清水を
使い作られており、口あたりがよく
飲みやすいと評判です。

　

町
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
、

漁
業
の
活
力
無
く
し
て
は
、
地
域

振
興
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
地
場
産

品
の
流
通
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
る
商
品
価
値
の
向
上
を
目
指
す

『
し
ん
ち
ブ
ラ
ン
ド
』
づ
く
り
に
よ

り
、
産
業
が
活
発
に
な
り
、
地
域

全
体
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
の
産
業
の
成
長
だ

け
で
な
く
、
観
光
や
定
住
促
進
と

い
っ
た
町
全
体
の
持
続
的
な
発
展

に
必
要
な
効
果
を
生
み
出
す
こ
と

も
、
こ
の
事
業
の
目
標
で
す
。

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

ひ
と
つ
の
商
品
に
は　

い
く
つ
も
の
思
い

し
ん
ち
ブ
ラ
ン
ド
酒
『
鹿
狼
山
』

●後藤　顯一さん（新地町）
商工会長、観光協会長、特産品振興
協会長などをつとめる。純米吟醸
『鹿狼山』の開発に尽力。

▶純米吟醸
『鹿狼山』

ブランド化の先に◉

地域の活性化
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り
の
『
イ
チ
ジ
ク
ア
イ
ス
』
づ
く
り
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、「
イ
チ
ジ
ク
の

町
、
イ
チ
ジ
ク
ア
イ
ス
の
あ
る
町
と
い

う
印
象
を
定
着
さ
せ
た
い
」
と
意
欲
的

で
す
。
ま
た
、「
町
内
で
収
穫
さ
れ
る
他

の
果
物
や
野
菜
も
使
用
し
て
み
た
い
。

あ
ぐ
り
や
の
取
り
組
み
が
町
内
の
農
業

振
興
の
お
手
伝
い
に
な
れ
ば
」
と
話
し

ま
す
。

　

イ
チ
ジ
ク
は
、
い
ち

じ
く
タ
ル
ト
や
甘
露
煮

な
ど
多
く
の
商
品
に
加

工
さ
れ
て
お
り
、
地
場

産
市
場
あ
ぐ
り
や
に

は
、
多
数
の
イ
チ
ジ
ク

関
連
商
品
が
並
ん
で
い

ま
す
。
あ
ぐ
り
や
の
寺

島
貞
弘
さ
ん
は
現
在
、

バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
に
イ
チ

ジ
ク
の
果
肉
が
た
っ
ぷ

01．イチジクタルト
02．イチジクアイス
03．イチジク収穫の畑で

■特集　地場産業支援事業

は
、
と
も
に
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
す
。
生
産
農
家
数
も
右
肩

上
が
り
に
増
加
し
て
お
り
、
町

内
で
も
ニ
ラ
栽
培
の
ハ
ウ
ス

が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
町
内
だ
け
で
な

く
、
仙
台
市
場
に
出
荷
さ
れ
る

　

全
国
的
に

も
福
島
県
は

ニ
ラ
の
主
要

産
地
と
な
っ

て
い
ま
す

が
、
そ
の
中

で
も
そ
う
ま

農
業
協
同
組

合
新
地
ニ
ラ

部
会
の
出
荷

量
、
販
売
額

ニ
ラ
の
多
く
は
新
地
産
で
、
ブ
ラ
ン
ド
品
と

し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
豊
富
な
ス
タ
ミ
ナ
野
菜
と
し
て

も
知
ら
れ
て
お
り
、
料
理
加
工
ク
ラ
ブ
『
味

菜
く
ら
ぶ
』
の
林
ナ
ミ
子
さ
ん
は
「
免
疫
力

が
高
ま
る
の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

に
も
効
果
的
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
味
菜
く

ら
ぶ
で
は
、
こ
の
ニ
ラ
を
使
っ
た
『
ニ
ラ
キ

ム
チ
鍋
』
や
『
ニ
ラ
ギ
ョ
ウ
ザ
』
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

葉
肉
が
厚
い
こ
と
が
新
地
の
ニ
ラ
の
特
徴

で
、
ギ
ョ
ウ
ザ
に
入
れ
て
も
ニ
ラ
の
香
り
と

歯
ご
た
え
を
し
っ
か
り
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

柔らかな果肉とほどよい甘さ

イチジク

厚みのある葉肉、香り漂う

ニ　ラ
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町内で収穫されたリンゴを
使用した『りんごジュー
ス』や新地産トマトは需要
が高い。

ま
さ
に
、
独
自
の
手
法
を
取
り
入
れ
た

ブ
ラ
ン
ド
化
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
漁
協
女
性
部
の
菅
野
い
な
子
さ

ん
は
、
こ
れ
ま
で
網
に
か
か
っ
て
も
、

す
ぐ
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
カ

ス
ベ
を
何
と
か
有
効
に
利
用
で
き
な
い

か
と
考
え
、『
カ
ス
ベ
の
唐
揚
げ
』
を

考
案
し
ま
し
た
。
軟
骨
の
コ
リ
コ
リ
し

た
歯
ご
た
え
と
柔
ら
か
い
身
が
魅
力
で

す
。

　

相
馬
双
葉
漁
協
新
地
支
所
長
の
東
胞

男
さ
ん
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
魚
が

捕
れ
る
の
が
新
地
の
海
の
特
徴
。
お
い

し
い
新
地
の
魚
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
浜

そ
し
て
町
全
体
を
盛
り
上
げ
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
新
地
町
と

言
え
ば
カ
レ
イ
や
小
女

子
が
有
名
で
し
た
が
、

漁
協
新
地
支
所
青
壮
年

部
で
は
、
平
成
16
年
か

ら
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

水
揚
げ
の
な
か
っ
た
マ

イ
ワ
シ
の
漁
獲
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
独
自

の
鮮
度
保
持
で
商
品
価

値
を
保
っ
て
い
ま
す
。

漁協新地支所長
東胞男さん（大戸浜）

VOICE◎
しんちブランド
確立へ

商工会　経営指導員
鈴木　健一さん

（新地町）
何がセールスポイン
トであるかを確認
し、先ずは地元住民
からの支持を得るこ
とが重要です。

味菜くらぶ
林　ナミ子さん

（上真弓）
葉肉が厚いのが新地
産のニラの特徴で
す。とれたての新鮮
なニラは香りも味も
一級品です。

地場産市場あぐりや
寺島　貞弘さん

（小　川）
おいしいイチジクア
イスができました。
販売に向けて準備を
進めています。

漁協女性部
菅野　いな子さん

（今　泉）
軟骨ごと食べられる
カスベの唐揚げは、
漁師料理として海の
ある町の特産品にぴ
ったりです。

新地の海には魚が豊富

魚 介 類
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気
仙
沼
は
遠
洋
漁
業
が
盛
ん
な

地
域
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
港
町
で
ホ
ル
モ

ン
が
有
名
に
な
っ
た
理
由
、
そ
れ

は
第
一
に
漁
か
ら
帰
っ
て
き
た
漁

師
の
み
な
さ
ん
が
、
ま
ず
肉
を
好

ん
で
食
べ
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ

し
て
二
つ
目
に
食
肉
加
工
場
が

あ
っ
た
こ
と
。
対
外
的
に
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
う
し
て
気
仙
沼
で
は
地
域

の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
し
て
ホ
ル
モ

ン
が
定
着
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
に
目
を
付
け
、

気
仙
沼
の
ホ
ル
モ
ン
を
町
お
こ
し

の
目
玉
に
し
よ
う
と
考
え
た
の

が
、
年
代
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
『
気
楽
会
』

の
み
な
さ
ん
で
し
た
。
気
楽
会
で

は
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
全
国
コ
ン
テ

ス
ト
『
Ｂ

１
グ
ラ
ン
プ
リ
』
に

出
場
し
、
全
国
的
に
も
有
名
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
メ
デ
ィ
ア

に
多
数
取
り
上
げ
ら
れ
、
漁
業
だ

け
で
は
な
い
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、

新
た
な
町
お
こ
し
を
し
て
い
ま

す
。

　

気
楽
会
の
小
山
裕
隆
さ
ん
は

「
町
お
こ
し
に
必
要
な
要
素
は
、

港
町
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

気
仙
沼
ホ
ル
モ
ン

　
　

気
楽
会

　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
会
議
で
は
、
地

域
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
特
産
品

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
団
体

の
事
例
を
参
考
に
す
る
た
め
、
町

外
か
ら
３
団
体
を
招
き
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
の
取
り
組
み
事
例
の
紹
介

か
ら
特
産
品
づ
く
り
の
方
法
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

売
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
よ
り

も
、
地
域
の
た
め
に
情
熱
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
る

ヒ
ト
づ
く
り
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

づ
く
り
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

お
隣
の
浪
江
町
で
は
、
焼
き
そ

ば
で
町
お
こ
し
を
し
よ
う
と
町
全

体
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
始
め
た
の
は
、
町

お
こ
し
に
何
か
を
始
め
よ
う
と
考

え
た
浪
江
町
商
工
会
青
年
部
の
み

な
さ
ん
で
し
た
。

　

ま
ず
、
青
年
部
の
み
な
さ
ん
は
、

町
内
の
飲
食
店
を
回
り
『
な
み
え

焼
き
そ
ば
』
の
イ
メ
ー
ジ
統
一
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在

の
『
な
み
え
焼
き
そ
ば
』
の
特
徴

常
に
新
し
い
戦
略
で

な
み
え
焼
き
そ
ば

浪
江
町
商
工
会
青
年
部

で
あ
る
、
中
華
麺
の
太
麺
を
使
用
、

モ
ヤ
シ
と
豚
肉
が
基
本
具
材
、
見

た
目
と
食
感
に
イ
ン
パ
ク
ト
と

い
っ
た
ス
タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、『
浪
江
焼
麺
太
国
』
を
立

ち
上
げ
、
頭
に
麺
を
の
せ
、
腰
に

は
刀
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
割
り
ば
し

を
携
え
た
国
王
が
、
メ
イ
ン
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
各
種
メ
デ
ィ
ア

で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
常
に

注
目
を
集
め
る
よ
う
な
戦
略
を
考

え
、
気
仙
沼
ホ
ル
モ
ン
と
同
様
、

■特集　地場産業支援事業

●小山　裕隆さん（宮城県気仙沼市）
『気楽会』：気仙沼ホルモンで町お
こしをしている自主活動グループ

●阿久津雅信さん（浪江町）
浪江町商工会青年部長。『なみえ
焼きそば』を全国区にした。

全国的にも
有名になっ
た気仙沼ホ
ルモン、なみ
え焼きそば

声 思いを込めて
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多
数
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
長
の
阿
久
津
雅
信
さ
ん

か
ら
は
「
新
地
は
名
水
が
あ
る
町

と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
浪
江

町
か
ら
も
多
く
の
方
が
湧
水
を
汲

み
に
新
地
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
水

は
全
て
の
源
で
す
の
で
、
そ
う
し

た
資
源
も
有
効
に
活
用
し
た
特
産

品
づ
く
り
が
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
い

た
だ
き
ま
し
た
。

か
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

閑
散
と
し
て
き
た
町
に
危
機
感

を
抱
い
て
い
た
市
民
の
海
老
名

康
和
さ
ん
が
、
地
元
で
お
い
し
い

と
評
判
だ
っ
た
『
油
麩
丼
』
で
町

お
こ
し
が
し
た
い
と
始
め
た
の
が

『
油
麩
丼
の
会
』
で
し
た
。

　

ま
ず
、
知
名
度
を
高
め
る
た
め

に
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
入
れ
た
名
刺

を
作
っ
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
た
り
し
ま
し
た
。
全
国

ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
と
、
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

す
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
で
油
麩

を
製
造
し
て
い
る
お
店
で
は
、
品

切
れ
が
続
き
、
売
り
上
げ
が
前
年

の
２
倍
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

海
老
名
会
長
は
「
地
域
に
与
え

た
も
の
は
、
経
済
効
果
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
活
気
が
戻
っ
た
と
い

う
精
神
的
な
効
果
が
大
き
い
」
と

話
し
ま
す
。

　

も
と
も
と
登
米
市
は
、油
麩
（
油

で
揚
げ
た
麩
）
を
作
っ
て
い
る
全

国
で
唯
一
の
町
で
し
た
。

　

油
麩
丼
の
始
ま
り
は
、
30
年
ほ

ど
前
に
登
米
市
内
の
飲
食
店
で
、

肉
を
好
ま
な
い
お
客
さ
ん
の
た
め

に
、
肉
の
代
わ
り
に
油
麩
で
親
子

丼
を
作
っ
て
出
し
た
こ
と
が
き
っ

　

し
ん
ち
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
会
議
で

は
、
多
く
の
方
の
ご
意
見
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
参
考
に
、
し
ん
ち
ブ
ラ

ン
ド
、
特
産
品
を
開
発
し
、
産
業

の
活
性
化
、
町
お
こ
し
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

多
く
の
方
の
思
い
を
込
め
て

　

ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
で
は
、

新
地
産
の
イ
チ
ジ
ク
の
『
イ
チ
ジ

ク
ア
イ
ス
』、『
ニ
ラ
ギ
ョ
ウ
ザ
』、

『
カ
ス
ベ
の
唐
揚
げ
』
な
ど
を
試

食
し
て
も
ら
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。「
生
臭
さ
を
も

う
少
し
抑
え
た
ほ
う
が
よ
い
」「
珍

し
い
の
で
新
地
の
特
産
品
に
ぴ
っ

た
り
」「
お
い
し
か
っ
た
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
、
ご
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

産
業
ま
つ
り
で
品
評
会

地
元
へ
の
経
済
効
果

店
に
は
行
列
、
観
光
客
も
増
加

油
麩
丼
の
会
（
登
米
市
）

◉海老名康和さん（登米市）
油麩丼の会の海老名会長からも
貴重な意見をいただきました。

「地域のために情熱をもって取り組んでくれる
ヒトづくり、プレイヤーづくり」

「経済効果だけでなく、地域に活気が戻った
という精神的な効果」

●木下さん親子（相馬市）
「イチジクアイスおいしかったです」
町外の方からも多数ご意見いただ
きました。

●志筑さん親子（中　里）
「カスベの唐揚げは初めて食べま
したが、おいしかったです」
町民の方もはじめて食べる味ばかり。

VOICE◎　産業まつり来場者
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このまちで　健康に暮らす

元気なくらしを
応援します！

地域包括支援センター
（☎62５５８０）

母と子の健康
（12月７日～１月15日）

健康診査等 対　象　者 日　時

母子手帳
交　　付

妊娠とわかったら、
なるべく早く母子
健康手帳の交付を
受けましょう

12/18㈮
1/ 8㈮

9時～ 10時

３か 月 児
健　　　診

平成21年８月17日～
10月20日生まれ

1/15㈮
12時20分～
12時30分

離　乳　食
相　談　会

平成21年５月～
８月生まれ

1/12㈫
９時45分～10時

10か月児・
１歳児健診

平成21年２・３月生まれ
平成20年10・11月生まれ

12/ 7㈪
13時～
13時15分

２ 歳 児
歯科健診

平成20年２月～
４月生まれ

12/15㈫
13時～
13時15分

◎場所は保健センター

・活動時間は午前10時からです。
・ 月～土（午前 10時～ 12時）は「なかよしひろば」
として児童館を開放していますのでご利用ください。

～介護や健康のこと
なんでもご相談ください～

家族介護者教室を開催しました！
主任介護支援専門員　近藤恵子

　家族介護者教室を10月15日、29日の２回開催しました。この教室は、
要介護高齢者を介護するご家族に対し、適切な介護の知識や技術を習得
していただくことを目的とし、地域包括支援センターと保健センターで
共同開催した初めての教室となりました。今回は、くにみの郷・介護事
業所長の大井利巳さんを講師に「知って納得・認知症」と題し、講話と
グループワークを行いました。
　第１回は、言動からみる『認知症の分類』、介護する家族のたどる『４
つの心理的ステップ』、認知症をよく理解するための法則についての講
話、第２回は参加者からいただいたアンケート結果をもとに、認知症の
人を介護するときの負担や介護の負担にどう向き合ったら良いかをグ
ループを作って話し合いました。教室終了後、参加者からは「またこの
ような教室を開催してほしい」「話をして心が軽くなったような気がす
る」という声が多く寄せられました。
　地域包括支援センターでは今後も
このような教室を定期的に開催し、
介護者同士の仲間づくりのサポート
やそれぞれのご家族に合わせたサ
ポート体制を構築してゆき、介護者
の負担軽減に努めてまいります。

新地町社会福祉協議会
ホームヘルパーのみなさんが県感謝状を受賞
　地域福祉の推進を図るために、県内の社会福祉関係者が一堂
に会する第63回福島県社会福祉大会が11月５日、須賀川市で
行われました。
　大会では、多年にわたり社会福祉の増進に尽力したとして、町
社会福祉協議会ホームヘルパーの齋藤ひとみさん、目黒靜子さん
に佐藤雄平県知事から、遠藤節子さん、角田有美子さん、横山友
子さんに、瀬谷俊雄大会会長から感謝状が贈られまた。

大井利巳さんによる講演

上手な介護の12カ条

◀ 写真左から社会福祉協
議会の齋藤ゆき子さん、
角田有美子さん、横山
友子さん、齋藤ひとみさ
ん、目黒靜子さん、遠藤
節子さん、加藤町長

たんぽぽひろば
期　日 内　容 場　所

12月16日㈬ クリスマス会 児童館
１月13日㈬ 手作りおもちゃで遊ぼう 児童館

「初めからは上手に行かないもの」
第１条　 知は力なり、よく知ろう
第２条　 割り切り上手は、介護上手
第３条　演技を楽しもう
第４条　 過去にこだわらないで

現在を認めよう
第５条　気負いは、負け
第６条　 囲うより開けるが勝ち
第７条　 仲間をみつけて、心軽く
第８条　 ほっと一息、気は軽く
第９条　 借りる手は多いほど楽
第10条　ペースは合わせるもの
第11条　 相手の立場でものを考

えよう
第12条　 自分の健康管理にも気

をつけて
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　　保育所から
こんにちは
こんにちは

♡
165
♡

ヶ
嶺
保 育 所駒

　　保育所から

　

赤
ち
ゃ
ん
は
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が

大
好
き
で
す
。
う
れ
し
い
と
声
を

出
し
て
笑
っ
た
り
、
手
足
を
バ
タ

バ
タ
さ
せ
て
喜
び
ま
す
。
親
子
の

情
を
育
み
赤
ち
ゃ
ん
の
情
緒
を
安

定
さ
せ
る
の
に
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は

と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
出
来
る
ふ

れ
あ
い
手
遊
び
（
わ
ら
べ
う
た
）

を
紹
介
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
ぐ

ず
る
様
な
と
き
に
遊
ん
で
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
ご
機
嫌
に
な
り
ま
す

よ
。

医食同源
～健康になるためのレシピ～

『大豆製品を使ったアイディア料
理』を募集した第10回わが家の食
卓コンクールには、全12作品の出
展があり、３品の優秀作品が選ば
れました。今回は、その中から竹
澤きよ子さん（高田）の『えだ豆
の簡単まぜずし』を紹介します。

え
だ
豆
の

　

簡
単
ま
ぜ
ず
し

●
も
ち
つ
き
誕
生
会

 

16
日
㈬ 

新
地
保
育
所

 

　
　

 

駒
ヶ
嶺
保
育
所

 

17
日
㈭ 

福
田
保
育
所

●
合
同
避
難
訓
練

 

15
日
㈫ 

福
田
保
育
所

●
育
児
相
談

 

17
日
㈭ 

福
田
保
育
所

 

18
日
㈮ 

駒
ヶ
嶺
保
育
所

 

21
日
㈪ 

新
地
保
育
所

12
月
の
行
事
予
定

親
子
で

ふ
れ
あ
う
遊
び
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う

作り方
① 米を炊き、蒸し終えたら、合わ
せ酢を加えてすし飯をつくる。

② 冷凍枝豆は熱湯で２～３分ゆで
て水気を切っておく。

③ 焼き豚は枝豆と同じくらいの大
きさに切る。

④ フライパンにサラダ油を入れて
熱し、とき卵、砂糖、塩を入れ
て炒り卵をつくる。

⑤ ①に焼き豚、炒り卵、枝豆を入れ
て混ぜ合わせ、器に盛りつける。

ちょちちょちあわわちょちちょちあわわ

①チョチチョチ
子どもの両手をとって
２回あわせる

②アワワ
片手または両手を口に

③かいぐりかいぐり
両手を腕の前で上下に
ぐるぐるまわす

④とっとのめ
左手の平を右手指でつ
つく

⑤おつむてんてん
片手または両手で頭を
軽くたたく

⑥ひじぽんぽん
片手でもう一方のひじ
をたたく

１人分の栄養量
　エネルギー ４６５kcal
　タンパク質 １５．８ｇ
　カルシウム ３８㎎
　塩分 ２．４ｇ
材料（４人分）
　米 ２カップ
　冷凍枝豆 １００ｇ
　焼き豚 １００ｇ
　卵 ２個
　砂糖 大さじ１
　塩 少々
　サラダ油 大さじ２
　合わせ酢
　酢 大さじ３
　砂糖 小さじ２
　塩 小さじ１｛
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力をふりしぼり、前の選手を追う13区高口雄太郎選手

号砲を待つ１区三浦和希選手
 繰上スタート直前、５区泉田裕介選
手が６区駒木根孝幸選手へタスキを
つなぐ

躍動と感動のふくしま路躍動と感動のふくしま路
　第 21回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が 11
月 15日、白河総合運動公園陸上競技場をスタート、
福島県庁をゴールとする 16区間 96.2㎞のコースで
行われました。
　新地町チームは、記録５時間 55 分 40 秒、総合
41位（町の部 22位）で、昨年の 49位を大きく上
回る力走を見せました。
　厳しい練習に励み、全力で走り抜いた選手のみな
さん、お疲れさまでした。また、早朝から応援に駆
けつけてくださった町民のみなさん、ご声援ありが
とうございました。

第21回ふくしま駅伝
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芸術の秋
美しい音色に感動
　東北電力㈱主催のスクールコンサートが 11月
12日、福田小学校で行われました。
　小学生に本物の芸術にふれてもらおうと東北各
地で行われているもので、今回は福田小学校の児
童、地域住民が、仙台チェンバーアンサンブルの
みなさんによる演奏を堪能しました。

▲ ニラやタマゴの先着プレ
ゼントに長蛇の列

　▶しんちブランド戦略
会議による試作品の提供

　ふるさと産業まつり、健康福祉
まつり、図書館まつりが 11月７日、８日、
役場前で行われました。
　産業まつりでは、ニラやタマゴの先着プ
レゼントに早朝から長蛇の列ができ、JAそ
うま、漁協、商工会のみなさんによる展示・
販売やしんちブランド戦略会議メンバーの
みなさんによる試作品の品評会も行われ、
町内外から多くの来場者でにぎわいました。
　別会場の健康福祉まつりでは、健康優良
者や食卓コンクール受賞者などの表彰、図
書館まつりでは、読書活動推進にむけ昨年
から始まった読書感想画コンクールの表彰
式が行われ、加藤町長から受賞者一人ひと
りに賞状と記念品が贈られました。

ふるさと産業まつり
恒例の秋まつり
盛大に開催

芸術の秋
新地町文化祭
　新地町文化祭が 10 月 31 日、11 月１日の２
日間にわたり、農村環境改善センターで行われま
した。町文化協会員や保育所、小学校児童の作品
展示や芸能発表など、さまざまな催しが会場を盛
り上げました。

新地町消防団秋の火災予防パレード
「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子」

（防火標語）

　防火パレードが11月８日、役場駐車場で行われ、町消
防団員や町女性消防隊員など約１００名が参加しました。
　火災が発生しやすくなる時季をむかえ、町内で火災予
防を呼びかけました。
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町民課622115、2116／税務課622119／健康福祉課622931、2932、2096／農林水産課622194／農業委員会事務局622195／会計室622128
総務課622111／企画振興課622112／都市計画課622113／建設課622114／議会事務局622190／教育総務課624477／生涯学習課（公民館内）622085

役場直通
電話表

営
む
事
業
所
を
対
象
に
そ
の
活
動

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

毎
年
行
わ
れ
る
国
の
指
定
統
計
調

査
で
す
。

　

12
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
担
当
す
る

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
対
象

と
な
る
事
業
主
の
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課
（
☎
62
２
１
１
２
）

　

町
で
は
、
平
成
22
年
度
奨
学
生

(

平
成
22
年
４
月
よ
り
貸
付
開
始
）

を
募
集
し
ま
す
。
新
地
町
に
住
所

が
あ
る
学
生
・
生
徒
で
、
経
済
的

な
理
由
で
修
学
が
困
難
な
方
に
、

奨
学
資
金
を
貸
し
付
け
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
の
額
（
一
人
・
月
額
）

①
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）
以

上
の
在
学
者　

３
０
，
０
０
０
円

②
高
等
専
門
学
校
、
修
学
年
限
２

年
以
上
の
専
修
学
校
在
学
者

２
０
，
０
０
０
円

③
高
等
学
校
在
学
者

１
５
，
０
０
０
円

貸
付
期
間　

奨
学
生
が
在
学
す
る

学
校
の
修
業
期
間
（
す
で
に
在
学

中
の
場
合
は
平
成
22
年
４
月
以
降

の
修
学
期
間
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
で

は
、
12
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電

話
帳
（
平
成
22
年
１
月
発
行
）
を

各
家
庭
や
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま

す
。
そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電

話
帳
は
、
新
し
い
電
話
帳
と
交
換

し
ま
す
の
で
配
達
員
へ
お
渡
し
く

だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保
護

と
し
て
、
回
収
し
た
古
い
電
話
帳

か
ら
新
し
い
電
話
帳
を
作
る
「
電

話
帳
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

☎
０
１
２
０

５
０
６

３
０
９

電
話
帳
の
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

福
島
県
弁
護
士
会
及
び
㈶
暴
力

団
根
絶
福
島
県
民
会
議
で
は
、
民

事
介
入
暴
力
無
料
電
話
相
談
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

民
事
介
入
暴
力
と
は
、
い
わ
ゆ

る
事
件
屋
、
整
理
屋
、
取
立
屋
及

び
暴
力
団
等
が
、
書
籍
の
押
し
売

り
、
営
業
妨
害
、
み
か
じ
め
料
の

要
求
な
ど
、
違
法
・
不
当
な
利
益

を
得
よ
う
と
す
る
行
為
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
不
安
を
抱
え
込
ま
ず
に
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
11
日
㈮

　
　
　

13
時
15
分
〜
14
時
45
分

相
談
員

・
福
島
県
弁
護
士
会
民
事
介
入
暴

力
対
策
委
員
弁
護
士

・
㈶
暴
力
団
根
絶
福
島
県
民
会
議

民
事
介
入
暴
力

電
話
相
談

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
22
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

放
送
大
学
４
月
生
募
集

制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
に
し
た

い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
資
料
を
無
料

で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

平
成
22
年
２
月
28
日
㈰
ま
で

◉
請
求
・
問
い
合
わ
せ

い
わ
き
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

☎
０
２
４
６

２
２

７
３
１
８

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

nformationi
暮らしの情報

福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田30番地

ふ
れあいと創造のま

ち

info@shinchi-town.jp

 http://www.shinchi-town.jp

年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動
スローガン　「まだいるの　飲んで乗る人　飲ます人」
運動の基本　「子どもと高齢者の交通事故防止」
期間　平成21年 12月 10日㈭～平成22年１月７日㈭
運動の重点 １　飲酒運転の根絶
 ２　夕暮れ時と夜間の交通事故防止
 ３　 全ての座席のシートベルトとチャ

イルドシートの正しい着用の徹底
◉問い合わせ　町民課（☎62２１１６）

新
地
町
奨
学
生
募
集

奨
学
金
の
返
済　

卒
業
、
又
は
貸

付
期
間
満
了
後
、
貸
付
月
数
の
３

倍
の
期
間
内
に
総
額
（
無
利
子
）

を
月
賦
で
返
済
。

申
込
期
限

・
一
次　

平
成
21
年
12
月
22
日
㈫

・
最
終　

平
成
22
年
３
月
８
日
㈪

申
込
方
法

　

教
育
総
務
課
（
役
場
３
階
）
に

申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込

み
に
あ
た
っ
て
は
、
連
帯
保
証
人

２
名
（
印
鑑
証
明
書
・
納
税
証
明

書
添
付
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
（
☎
62
４
４
７
７
）

　

12
月
31
日
現
在
で
、
工
業
統
計

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

平
成
22
年
工
業
統
計

調
査
に
ご
協
力
を

相
談
委
員

相
談
電
話

☎
０
２
４

５
３
３

０
７
１
７

◉
問
い
合
わ
せ　

㈶
暴
力
団
根
絶

福
島
県
民
会
議

☎
０
２
４

５
３
３

８
９
３
０
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新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
、
12
月
の
イ
ベ
ン
ト
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
は
、
12
月
１

日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
ク
リ
ス
マ

ス
一
色
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
開
館
時
間
を
17

時
ま
で
延
長
し
ま
す
。
ご
来
場
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

イ
ベ
ン
ト
情
報

No. 業　者　名 電話番号
1 桜井設備工業 ☎62４７７８
2 ㈲佐藤水道設備 ☎62３４９２
3 ㈲サンリット工業 ☎62２３４６
4 ㈱トーヨー建設 ☎36７０３０
5 おがわ衛生設備 ☎62５３１４
6 ㈱千田建設 ☎62３６１７
7 新和工業㈱ ☎62４５８１
※ 修理を依頼するときは、給水装置工事事
業者に直接依頼してください。

指定給水装置工事事業者一覧

善
意
あ
り
が
と
う

善
意
あ
り
が
と
う

◆
ふ
る
さ
と
寄
付
金
へ

　

本
内
正
和
さ
ん
（
兵
庫
県
）
よ

り※
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
、
第
４
次

町
総
合
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
活
用
い
た
し

ま
す
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
基
金
へ

　

故
荒
つ
や
こ
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
荒
愛
子
さ
ん
（
作
田
）
よ
り

／
故
浜
野
イ
チ
コ
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
浜
野
義
昭
さ
ん（
大
戸
浜
）

よ
り

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ
物
品
寄
付

　

相
馬
地
方
防
火
安
全
協
会
新
地

支
部
よ
り
住
宅
用
火
災
警
報
器
10

個

【
発
電
所
バ
ス
ツ
ア
ー
・
工
作
コ
ー

ナ
ー
】

日
時　

12
月
19
日
㈯

①
バ
ス
ツ
ア
ー

１
回
目　

10
時
30
分
〜
11
時

２
回
目　

13
時
30
分
〜
14
時

②
工
作
コ
ー
ナ
ー

１
回
目　

11
時
〜
12
時

２
回
目　

14
時
〜
15
時

場
所　

発
電
所
構
内
・
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

内
容

・
発
電
所
構
内
の
見
学

・
エ
コ
工
作

※
４
工
作
か
ら
く
じ
引
き
で
す
。

対
象　

一
般
（
未
就
学
児
は
保
護

者
同
伴
）

定
員　

午
前
・
午
後
各
50
名

申
込
方
法　

当
日
受
付

参
加
費　

無
料

【
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
】

日
時　

12
月
20
日
㈰

午
前
の
部　

11
時
〜
12
時

午
後
の
部　

15
時
〜
16
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

内
容　

ク
ラ
ビ
ノ
ー
バ
、
エ
レ
ク

ト
ー
ン
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
な
ど
の
演
奏
を
し
ま
す
。

出
演
者

・
庄
子　

絵
美
氏
（
ヤ
マ
ハ
エ

レ
ク
ト
ー
ン
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

タ
ー
）

・
笠
原　

裕
美
氏
（
ヤ
マ
ハ
ピ
ア

ノ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

・
坂
本　

玲
子
氏
（
ヤ
マ
ハ
音
楽

教
室
シ
ス
テ
ム
講
師
）

対
象　

一
般

入
場
料　

無
料

【
お
正
月
飾
り
升
を
作
ろ
う
】

日
時　

12
月
26
日
㈯

午
前
の
部　

10
時
30
分
〜
12
時

午
後
の
部　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

内
容　

１
合
升
と
和
紙
な
ど
を
使

い
、
お
正
月
用
の
飾
り
升
を
作
り

ま
す
。

申
込
方
法　

当
日
受
付

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

対
象　

一
般
（
未
就
学
児
は
保
護

者
同
伴
）

定
員　

午
前
・
午
後
各
20
名

参
加
費　

無
料

◉
問
い
合
わ
せ　

相
馬
共
同
火
力

発
電
㈱
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

（
☎
62
４
７
２
２
）

「下水道排水設備工事責任技術者」
登録更新講習及び更新登録のご案内

◆
新
地
ホ
ー
ム
へ

寄
付　

林
と
し
江
さ
ん（
上
真
弓
）

よ
り
／
菅
野
政
志
さ
ん
（
埓
浜
）

よ
り
／
寺
島
洵
一
さ
ん
（
小
川
）

よ
り
／
真
弓
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部

よ
り
／
下
田
勝
さ
ん
（
大
戸
浜
）

よ
り
／
浜
野
義
昭
さ
ん（
大
戸
浜
）

よ
り

慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
31
回
62
人

／
レ
マ
ン
の
会
１
回
１
人
／
Ｊ
Ａ

す
ず
ら
ん
１
回
６
人
／
書
道
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
１
回
２
人
／
漁
協
女
性

部
１
回
３
人
／
新
地
フ
ラ
ク
ラ
ブ

１
回
５
人
／
小
島
輝
征
さ
ん
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
６
回

　㈶福島県下水道公社では、次のとおり登録更新講習及び
更新登録を実施します。該当する方で、今後も引き続き、
排水設備責任技術者の登録を受けようとする方は更新手続
きが必要です。
対象者　 排水設備工事責任技術者証の登録期限が
　　　　平成22年３月 31日（登録番号16―○○○○）の方
※ 申込書、申請書等は該当者の登録住所へ簡易書留で平成
21 年 11 月下旬までに郵送されております。
　なお、登録されている住所と現住所が異なる場合、書類
がお手元に届かない場合がありますので、住所等に変更が
ある方は下水道公社へご連絡をお願いします。
申込期限　12 月１日㈫～ 28 日㈪
講習日　平成 22 年２月８日㈪
会場　南相馬市鹿島農村環境改善センター
　　　（万葉ふれあいセンター）
◉申し込み・問い合わせ
　㈶福島県下水道公社業務部企画管理課
　☎０２４ ５２４ ３５１０
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こ
れ
ま
で
国
民
年
金
の
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対
す

る
保
険
料
の
収
納
業
務
は
、
社

会
保
険
事
務
所
の
職
員
や
国
民
年

金
推
進
員
が
、
電
話
や
ご
自
宅
へ

直
接
お
伺
い
す
る
方
法
等
に
よ
り

行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
社
会
保

険
庁
か
ら
委
託
を
受
け
た
民
間
事

業
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

民
間
事
業
者
が
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
や
保
険
料
免
除
等
申

請
手
続
き
に
つ
い
て
お
願
い
す
る

場
合
は
、
必
ず
、
①
顔
写
真
入
り

の
「
納
付
督
励
員
証
明
書
」
を
提

示
し
ま
す
。②「
社
会
保
険
庁
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
を

委
託
さ
れ
て
い
る
、
㈱
オ
リ
エ
ン

ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
○
○
で

す
。」
と
名
乗
り
ま
す
。
③
保
険
料

を
お
預
か
り
す
る
の
は
、
お
客
様

が
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
を

お
持
ち
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
に
、
現
金
を
受
け
取
り
、
受
領

書
を
発
行
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納

業
務
が
民
間
業
者
委
託
に

ん
。
④
勤
務
先
の
会
社
名
等
を
聞

い
た
り
、
預
金
口
座
番
号
を
聞
い

た
り
す
る
等
、
個
人
情
報
を
尋
ね

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
不
審
な
電
話
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
相
馬
社
会
保
険
事
務
所

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

相
馬
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
担
当
課
（
☎
36
５
１
７
３
）

※
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
は
、

会
社
員
や
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
る

配
偶
者
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の

方
は
、
保
険
料
を
納
付
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
３
号
被
保

険
者
と
な
っ
た
旨
の
届
出
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
相
馬
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

相
馬
社
会
保
険
事
務
所

年
金
給
付
課
（
☎
36
５
１
８
５
）

　

老
齢
年
金
を
受
け
始
め
て
か
ら
、

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
期
間

と
重
複
す
る
会
社
等
に
お
勤
め
さ

れ
た
期
間
（
厚
生
年
金
等
の
加
入

期
間
）
が
新
た
に
判
明
し
た
場
合

に
は
、
会
社
等
を
退
職
し
た
後
の

第
３
号
被
保
険
者
期
間
が
引
き
続

き
年
金
額
に
反
映
さ
れ
る
期
間（
保

険
料
納
付
済
期
間
）
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
、
過
去
の
年
金
額
が
減
額

と
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

既
に
年
金
額
を
返
納
さ
れ
た
方

に
は
、
返
納
さ
れ
た
額
が
改
め
て

支
払
わ
れ
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者
期
間
と
重

複
す
る
厚
生
年
金
等
の
加
入

期
間
が
判
明
し
た
場
合

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
年
金
の
支
給
が
全
部
ま
た

は
一
部
停
止
さ
れ
ま
す
。

①
受
給
者
（
受
給
す
る
ご
本
人
）

が
、
恩
給
法
に
よ
る
年
金
、
労
災

保
険
法
に
よ
る
年
金
ま
た
は
被
用

者
年
金
各
法
に
よ
る
年
金
な
ど
を

受
給
し
て
い
る
場
合

②
受
給
者
の
前
年
の
所
得
が
限
度

額
を
超
え
る
場
合

③
受
給
者
の
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

義
務
者
（
受
給
者
の
生
計
を
維
持

し
て
い
る
方
）
の
前
年
の
所
得
が

限
度
額
以
上
の
場
合

④
海
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
等

◉
受
給
手
続
き

健
康
福
祉
課
（
☎
62
２
９
３
２
）

◉
問
い
合
わ
せ

相
馬
社
会
保
険
事
務
所

年
金
給
付
課
（
☎
36
５
１
８
５
）

老
齢
福
祉
年
金
の
お
知
ら
せ

　

老
齢
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金

制
度
が
発
足
し
た
当
時
（
昭
和
36

年
４
月
）、す
で
に
ご
高
齢
で
あ
っ

た
た
め
に
、
老
齢
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

い
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
年
金

で
す
。

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
生
年
月
日
が
明
治
44
年
４
月
１

日
以
前
の
方

②
生
年
月
日
が
明
治
44
年
４
月
２

日
か
ら
大
正
５
年
４
月
１
日
ま
で
の

方
で
、
保
険
料
納
付
済
期
間
が
１
年

未
満
で
あ
り
、
保
険
料
納
付
済
期
間

と
保
険
料
免
除
期
間
を
合
算
し
た
期

間
が
生
年
月
日
に
応
じ
て
右
下
表
の

期
間
を
越
え
て
い
る
方

生年月日 期間

明治45年４月１日以前 ４年

明治45年４月２日～
大正２年４月１日 ５年

大正２年４月２日～
大正３年４月１日 ６年

大正３年４月２日～
大正５年４月１日 ７年

【所得の限度額（平成21年度）】
扶養親族等の数

０人 １人 ２人 ３人 ４人

本人所得限度額 全額支給停止 1,595,000円 1,975,000円 2,355,000円 2,735,000円 3,115,000円

配偶者・扶養義
務者所得限度額

全額支給停止 6,287,000円 6,536,,000円 6,749,000円 6,962,000円 7,175,000円

一部支給停止 3,401,000円 3,650,000円 3,863,000円 4,076,000円 4,289,000円

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
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新たな農地制度について、詳しくは農業委員会（☎622195）へお問い合わせ下さい
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平
成
22
年
新
地
町
成
人
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

一
生
に
一
度
の
想
い
出
に
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
10
日
（
日
）

（
受
付
）
13
時
〜

（
式
典
）
13
時
30
分
〜

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容　

式
典
・
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

対
象　

町
内
在
住
の
方
、
又
は
尚

英
中
学
校
卒
業
生
の
方
で
平
成
元

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方
。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
ハ

ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
最
近

転
入
さ
れ
た
方
な
ど
で
、
ハ
ガ
キ

が
届
い
て
い
な
い
方
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
新
地
公
民
館
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
☎
62
２
０
８
５
）

新
地
町
成
人
式

　

新
地
町
体
育
協
会
で
は
、
次
の

日
程
で
町
民
親
善
卓
球
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
種
目
は
、
シ
ン
グ
ル

ス
、
ダ
ブ
ル
ス
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
23
日
㈬

受
付　

８
時
30
分
〜

開
会
式　

９
時
15
分
〜

競
技
開
始　

９
時
30
分
〜

場
所　

新
地
町
総
合
体
育
館

参
加
資
格

【
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
】

　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
の
小
中

学
校
・
高
校
に
通
学
し
て
い
る
方

及
び
近
隣
市
町
村
の
小
中
学
生
・

高
校
生
で
卓
球
ク
ラ
ブ
等
に
所
属

し
て
い
る
方

【
一
般
・
そ
の
他
】

　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
の
企
業

（
ク
ラ
ブ
）
等
に
通
勤
（
所
属
）
し

て
い
る
方
及
び
近
隣
市
町
村
の
卓

球
ク
ラ
ブ
等
に
所
属
し
て
い
る
方

参
加
費　

１
種
目
５
０
０
円

参
加
申
込

　

総
合
体
育
館
・
新
地
公
民
館
に

あ
る
「
参
加
申
込
書
」
に
所
定
の

事
項
を
記
入
し
、
総
合
体
育
館
ま

た
は
新
地
公
民
館
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
10
日
㈭

町
民
親
善
卓
球
大
会

◉
問
い
合
わ
せ

新
地
町
体
育
協
会
卓
球
部

早
川 

（
☎
62
２
４
４
５
）

総
合
体
育
館 

（
☎
63
２
２
０
０
）

新
地
公
民
館 

（
☎
62
２
０
８
５
）

◆
総
代
（
敬
称
略
）

【
第
１
選
挙
区
（
11
名
）】

　

・
菊
地　

久
光
（
沢　

口
）

　

・
横
山　

行
雄
（
鉄
炮
町
）

　

・
鈴
木　
　

功
（
大
山
田
）

　

・
林　
　

茂
雄
（
明　

地
）

　

・
齋
藤　

秀
樹
（
中　

里
）

　

・
目
黒　

正
一
（
作　

田
）

　

・
門
馬　
　

進
（
埓　

浜
）

　

・
目
黒　

廣
忠
（
木　

崎
）

　

・
熊
澤　

孝
男
（
下
真
弓
）

　

・
本
田　

哲
夫
（
上
真
弓
）

　

・
加
藤　

幹
雄
（
山
元
町
）

【
第
２
選
挙
区
（
17
名
）】

　

・
大
堀　
　

宏
（　

岡　

）

　

・
菊
地　

正
文
（　

岡　

）

　

・
岡
田　

和
彦
（　

岡　

）

　

・
渡
部　

光
夫
（
杉　

目
）

　

・
水
戸　

好
美
（
杉　

目
）

　

・
佐
々
木
正
一
（
小　

川
）

　

・
石
田　

初
男
（
小　

川
）

　

・
阿
部　

良
一
（
小　

川
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙
は
11
月
９
日

に
告
示
さ
れ
、
定
数
40
に
対
し
、
立
候
補
者
が
同
数
だ
っ
た
た

め
、
無
投
票
で
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
21
年
11
月
22
日
〜
平
成
25
年
11
月
21
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

農
業
生
産
の
向
上
を
図
る

土
地
改
良
区
総
代
40
人
決
ま
る

　

・
小
泉　

正
三
（
新
地
町
）

　

・
加
藤　

勇
馬
（
新
地
町
）

　

・
井
上　

敏
夫
（
中　

島
）

　

・
荒　

芳
久
仁
（
釣　

師
）

　

・
目
黒　

繁
敏
（
釣　

師
）

　

・
森　
　

弘
志
（
大
戸
浜
）

　

・
寺
島　

正
美
（
大
戸
浜
）

　

・
滝
波　
　

博
（
今　

泉
）

　

・
早
坂　

健
治
（
今　

泉
）

【
第
３
選
挙
区
（
12
名
）】

　

・
角
田　

正
悦
（
菅　

谷
）

　

・
齋
藤　

利
德
（
菅　

谷
）

　

・
星　
　

一
博
（
高　

田
）

　

・
後
藤　

行
雄
（
城　

内
）

　

・
秋
元　

嘉
夫
（
上
ノ
町
）

　

・
只
野　

良
夫
（
新　

町
）

　

・
鈴
木　

和
男
（
駒
ヶ
嶺
町
）

　

・
木
村　

正
義
（
渋　

民
）

　

・
佐
藤　

秀
夫
（
藤　

崎
）

　

・
荒　
　

佳
正
（
今　

神
）

　

・
菊
地　

勝
義
（
富　

倉
）

　

・
加
藤　

文
夫
（
原
相
善
）

好評発売中
・2010県民手帳
　 福島県、県内市町村勢一覧
など最新の統計資料

・県勢要覧
　 県勢全般がわかるコンパク
トな総合統計書

◉申し込み・問い合わせ
　企画振興課（☎62２１１２）

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
下
水
道

工
事
を
行
い
ま
す
。
期
間
中
は
、

車
両
通
行
止
め
及
び
片
側
交
互
通

行
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、

誘
導
員
や
案
内
看
板
に
従
い
通
行

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
車
両
通
行
止
め
区
間

駒
ヶ
嶺　
　

藤
崎
公
会
堂
〜
藤
見

橋
、
山
中
地
内

②
片
側
通
行
止
め
区
間

谷
地
小
屋　

岡
公
会
堂
東
〜
町
狼

沢
線
大
橋
南
側
の
県
道

③
期
間　

12
月
中
旬
〜
３
月
下
旬

◉
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
☎
62
２
１
１
３
）

下
水
道
工
事
の
お
知
ら
せ
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●一般書 ●児童書

　栗原一止は信州の病院
に勤務する内科医。一般
診療から救急医療までを
こなす地域医療の現実は
厳しい。それでも仕事を
続けるのは…。地方病院
を舞台に個性豊かな登場
人物たちが織りなす、い
のちの物語。

『神様のカルテ』 夏川　草介

『未踏峰』 笹本　稜平
『ゼロの焦点』 松本　清張
『レモンタルト』 長野　まゆみ
『千里伝』 仁木　英之
『きみは白鳥の死体を
踏んだことがあるか<下駄で >』 宮藤　官九郎
『小説ＪＩＮ－仁－』 村上もとか・日下部匡俊
『お母さんのたからもの』 永田　萠
『こども役者　加藤清史郎のきもち』 加藤清史郎
 ほか

●ＤＶＤ

　　＝新着本のご案内＝
図書館へ行こう図書館へ行こう図書館へ行こう

 お茶を飲みに来てくれた
お友だちに、いろいろお世
話になったよ。さあ、どん
なお世話になったのか、絵
を見くらべてみてみよう。
わらべ歌を題材にした、お
かしくて、想像力が刺激さ
れるユニークな絵本。

『いろいろおせわになりました』
 やぎゅう　げんいちろう

『レッドクリフ　ＰａｒｔⅠ』（館内視聴用）
『学校の怪談　恐怖の学校編』（館内視聴用）

図書館カレンダー

は休館日

町図書館
☎62 5031は館内整理日

12月の読み聞かせ会
日時：日時：12月19日㈯　11時～12月19日㈯　11時～
　　図書館ボランティア「スイミー」の皆図書館ボランティア「スイミー」の皆
さんによる、絵本の読み聞かせや工作さんによる、絵本の読み聞かせや工作
などを行います。などを行います。
　内容は、幼児から小学校低・中学年向きです。　内容は、幼児から小学校低・中学年向きです。

●ＣＤ
『ＦＵＲＵＳＡＴＯ』 ゆず
『ナユタとフカシギ』 スキマスイッチ
『おかあさんといっしょ最新ベストぼくらのうた』

ほか

『カールじいさんの空飛ぶ家』
 ジャスミン・ジョーンズ
『高校時代にしておく５０のこと』 中谷　彰宏
『今すぐできる！バルーンアート』 寺崎　美保子
 ほか

　３匹の猫と愛馬をお
供に、聖徳太子の愛娘・
珠光王女は王子に変装
し、はるか異国へ旅立っ
た。行く手に立ちはだ
かるのは、妖怪変化、
魑魅魍魎。幾多の危難
を乗り越えた王子たち
を待っていたのは…。

『聖徳太子の密使』 平岩　弓枝
　そぼろ弁当、のり弁
当、ケチャップライス
弁当、焼き肉弁当、お
にぎり弁当…。子ども
だけで、こんなお弁当
が作れます！小学校５
～６年生にできる弁当
作りの基本技術とレシ
ピを掲載。

『ひとりでお弁当を作ろう』 多賀　正子

《季節の行事展「クリスマス」》
12月25日㈮まで

クリスマスツリーの展示、クリスマスに関する図
書の展示・貸出を行います。カードに願い事を書
いてツリーに飾りましょう！

《季節の行事展「大そうじ特集」》
12月27日㈰まで

家の大そうじ、修理等に関する図書の展示・貸出
を行います。

《冬休み読書推進》
12月14日㈪～１月９日㈯

冬休みにおすすめの図書の展示・貸出を行います。

 日 月 火 水 木 金 土

 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 31 1 2
 3 4 5 ６ ７ ８ ９

2010年１月

12 月
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MADE　IN　SHINCHI　　　～いいひと・いいモノがここから生まれる～
　

シ
チ
ズ
ン
東
北
㈱
相
馬
事
業
所

は
、
昭
和
44
年
に
多
摩
精
密
㈱
新

地
工
場
と
し
て
新
地
町
の
誘
致
企

業
第
１
号
と
な
り
、
操
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
シ
チ
ズ
ン
グ
ル
ー
プ

の
構
造
改
革
の
一
環
で
、
平
成
14

年
に
上
尾
精
密
㈱
と
、
平
成
17
年

に
㈱
シ
チ
ズ
ン
岩
手
と
合
併
し
、

社
名
が
シ
チ
ズ
ン
東
北
㈱
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
従
業
員
数
は
１
４
０
名

で
、
地
元
の
方
も
多
く
従
事
し
て

お
り
、「
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ　

Ｔ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
で
最
強
の
モ
ノ
創
り
へ

の
挑
戦　

そ
し
て
実
現
」
を
合
言

葉
に
、
シ
チ
ズ
ン
腕
時
計
の
国
内

生
産
拠
点
と
し
て
、
ケ
ー
ス
の

設
計
〜
製
造
〜
完
成
組
立
ま
で
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
の

製
造
に
お
い
て
は
、
自
社
で
開
発

し
た
特
殊
加
工
機
を
用
い
て
、
チ

タ
ン
加
工
や
、
振
動
切
削
、
そ
し

〜
最
強
の
モ
ノ
創
り
へ
の
挑
戦
〜

シ
チ
ズ
ン
東
北
㈱
相
馬
事
業
所

頑張るマン

シ
チ
ズ
ン
東
北
㈱

相
馬
事
業
所安

齋　

直
人
さ
ん

（
30
歳
・
上
真
弓
）

　腕時計ケースの製造でプレス加工リー
ダーをつとめている安齋さんは、人と接
することが好きで、町のために福祉のボ
ランティアがしたいと話します。
　「新地町は、海も山もありとても良い
町だと思います。これからも自然を大切
にした明るい町であってほしいです」

荒井　和義　事業所長

て
巧
の
研
磨
技
術
、
レ
ー
ザ
ー

マ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
高

度
な
技
術
を
駆
使
し
た
モ
ノ
創
り

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

相
馬
事
業
所
で
は
、
地
域
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
昨
年
２
度
の
美
化
運
動
を
計

画
し
、
年
末
に
は
従
業
員
全
員
で

６
号
国
道
な
ど
の
清
掃
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
６
号
国
道
は
、
従

業
員
の
生
活
道
で
あ
り
、
製
品
を

輸
送
す
る
た
め
の
主
要
ル
ー
ト
で

す
の
で
、
日
頃
か
ら
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
取
り
組
み
ま
し

た
。本
年
度
も
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　

昨
年
来
、
ア
メ
リ
カ
発
の

１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
世

界
同
時
不
況
に
よ
り
、
受
注
が
大

き
く
減
少
し
、
大
変
厳
し
い
環
境

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
生
産
革
新

と
経
費
削
減
等
を
進
め
、
こ
の
危

機
を
従
業
員
一
丸
と
な
っ
て
乗
り

切
っ
て
い
き
ま
す
。

全国１位の技術 !!
品質の高さを証明

　従業員の石橋香織さん（相馬市）は、
昨年滋賀県で開催された第 21回時計技
能競技全国大会クオーツ部門で優勝を果
たしました。この大会は、故障して止
まっている時計を修理するスピードなど
を競うもので、時計に関する知識や正確
さ、手際の良さなどが必要とされます。
シチズン東北㈱相馬事業所では、日本一
の技術で最強のモノ創りに挑み続けてい
ます。

全国１位の技術で腕時計
の製造にあたる石橋さん

所在
　駒ヶ嶺ソリ畑
　従業員数
　１４０名

海釣り公園だより
大物記録が更新されました！
ヒラメ75㎝

（11月22日釣果）
新地町海釣り公園
（☎62５５５９）
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選
手
を
陰
か
ら
支
え
る
人
達

　

今
年
の
ふ
く
し
ま
駅
伝
で
新
地
町
駅
伝

チ
ー
ム
は
、
昨
年
の
49
位
か
ら
41
位
と
大
躍

進
を
遂
げ
た
。
監
督
以
下
選
手
の
活
躍
に
心

か
ら
賞
賛
を
送
り
た
い
。

　

白
河
か
ら
福
島
県
庁
ま
で
の
96
㎞
を
16
人
の

タ
ス
キ
リ
レ
ー
。
今
年
は
選
手
個
々
が
掲
げ
た

設
定
タ
イ
ム
通
り
の
走
り
を
し
て
く
れ
た
。

町
長
日
記

加
藤　

憲
郎

住民基本
台帳調べ（ ）

11月１日現在（　）は前月比
●人　口／8,484人（± ０人）
　　男　／4,160人（－ ３人）
　　女　／4,324人（＋ ３人）
●世帯数／2,638世帯（＋２世帯）

人の動き 消　息 （平成２１年１０月２１日～平成２１年１１月２０日届出）

今月の
納 税

●固定資産税 第４期分
●国民健康保険税 第６期分

 （子供） （親） （地区）

 瑠
りゅう

　希
き

 荒　和彦・オルギルトヤ 藤　崎
 優

ゆ

里
り

香
か

 荒　　浩太・史　絵 中　里
 妃

ひめ

　華
か

 加藤　直樹・麻　弥 小　川
 由

ゆ

　菜
な

 佐藤　貴宏・利　恵 城　内
 一

いっ

　竹
ちく

 鈴木　健市・みゆき 新地町
 佑

ゆう

　政
せい

 佐藤　孝幸・ひとみ 新地町
 波

は

　空
く

 佐藤　正和・久実子 高　田

　

で
も
そ
こ
に
は
、
選
手
が
ベ
ス
ト
の
状
態

で
走
れ
る
身
体
や
心
の
ケ
ア
を
し
て
く
れ
て

い
る
、
監
督
コ
ー
チ
、
整
体
師
、
保
健
師
と

補
助
員
達
の
陰
の
力
が
大
き
な
支
え
と
な
っ

て
い
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

の
人
達
の
心
が
一
つ
に
な
っ
て
の
結
果
と
思

う
。
そ
し
て
何
よ
り
も
選
手
の
励
み
は
家
族

の
声
援
で
あ
る
。
今
回
も
沿
道
で
は
、
多

く
の
家
族
や
親
戚
友
人
か
ら
大
き
な
声
援
を

送
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
で
応

援
を
し
て
く
れ
た
町
民
の
皆
様
に
も
心
か
ら

感
謝
し
た
い
。

　
◆
新
地
短
歌
会

一
歩
二
歩
あ
る
き
始
め
し
曾
孫
は

　

笑
を
浮
か
べ
つ
つ
餅
を
背
負
い
ぬ

 

小
山
田　

つ
や

差
し
交
わ
す
枝
を
す
か
し
て
灰
色
の

　

空
に
か
が
や
く
冬
の
月
見
ゆ

 

今
野　

好
子

進
歩
す
る
携
帯
電
話
・
リ
モ
コ
ン
と

　

老
い
た
る
吾
は
使
ひ
こ
な
せ
ず

 

大
須
賀　

し
づ

あ
ま
り
に
も
つ
ら
き
故
に
か
戦
争
を

　

語
ら
ず
逝
き
ぬ
叔
父
も
夫
も

 

菅
野　

八
重
子

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
山
間
の
道
行
け
ば

　

横
向
の
湯
宿
濃
い
霧
の
中

 

桜
井　

京
子

娘
の
植
え
し
楓
の
紅
葉
人
目
ひ
き

　

庭
の
中
央
に
ど
ん
と
位
置
し
む

 

八
巻　

春
子

言
葉
選
び
心
は
か
り
つ
つ
電
話
す
る

　

家
族
と
い
え
ど
離
り
住
ま
え
ば

 
高
橋　

ク
ニ
子

釣
師
浜
に
漁
終
ふ
舟
の
並
び
ゐ
て

　

人
は
ゆ
る
り
と
網
を
繕
ふ

 

桜
井　

英
子

山
里
に
野
分
の
吹
く
日
も
間
近
な
る

　

陽
射
し
惜
し
み
つ
つ
畠
に
菜
を
ひ
く

 

千
葉　

カ
ヲ
ル

ア
カ
シ
ヤ
の
甘
き
香
り
の
に
ほ
ひ
き
し

　

遙
か
な
る
日
の
校
舎
の
日
盛
り

 

荒　

洋
子

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

 （死亡者） （年齢） （地区） （死亡者） （年齢） （地区）
 浜野イチコ 82 歳 大戸浜 長倉　　  89 歳 埓　浜
 加藤　留吉 95 歳 小　川 飯土井サダコ 86 歳 今　神
 渡部　信男 67 歳 杉　目 菅野　正實 79 歳 藤　崎
 中津川誠樹 76 歳 岡

表紙
～漁師町の風景～
豊富な種類の魚介類が、漁
協新地支所に水揚げされる
なかで、ひときわ大きなス
ズキが目をひきました。

こちら編集室こちら編集室
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N
o.

４
６
２

再生紙使用

新年の誓いを新年の誓いを　－ 平成22年１月１日㈮ －　－ 平成22年１月１日㈮ －

鹿狼山・釣師浜から初日の出を見よう鹿狼山・釣師浜から初日の出を見よう

鹿狼山元旦登山鹿狼山元旦登山
山頂では、参加者全員の万歳
三唱で新年を祝います。
主催： 鹿狼山元旦登山
　　　実行委員会
後援：新地町
　　　新地町観光協会

釣師の浜から釣師の浜から
初日の出を見る会初日の出を見る会
太平洋から昇る初日に新年の
誓いを･･･。心も体もあたたま
る豚汁の無料サービスもあり
ます。
主催： 釣師の浜から
　　　初日の出を見る会
後援：新地町
　　　新地町観光協会


